
平
成
十
五
年
産
米
の
需
給
安
定
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

米
消
費
の
構
造
的
変
化
に
伴
う
最
近
の
米
需
要
の
大
幅
な
減
少
等
現
下
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の

米
政
策
の
見
直
し
に
係
る
諸
施
策
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
今
後
、
早
期
に
米
需
給
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

一

平
成
十
五
年
度
の
生
産
調
整
規
模
は
、
需
要
量
に
見
合
っ
た
生
産
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
一
〇
六
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
（
か
い
廃
を
控
除
し
た
実
質
生
産
調
整
規
模
は
一
〇
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
設
定
す
る
。

生
産
調
整
目
標
面
積
の
都
道
府
県
別
配
分
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
実
施
す

る
。

二

平
成
十
五
年
度
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
に
お
け
る
経
営
確
立
助
成
の
助
成
水
準
は
現
行
ど
お
り
と
す

る
が
、
と
も
補
償
に
つ
い
て
は
、
国
費
負
担
と
生
産
者
拠
出
の
均
衡
化
を
図
り
つ
つ
、
麦
・
大
豆
等
の
本

作
化
に
資
す
る
た
め
、
地
域
へ
の
資
金
の
交
付
基
準
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

一
般
作
物
作
付
け

二
万
円
／
一
〇
ア
ー
ル

(一)

（
た
だ
し
、
水
田
農
業
経
営
確
立
助
成
の
交
付
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
）

永
年
性
作
物
等
作
付
け
、
特
例
作
物
作
付
け
、
水
田
農
業
経
営
確
立
助
成
の
交
付
要
件
を
満
た
さ
な

（二）
い
一
般
作
物
作
付
け

一
万
円
／
一
〇
ア
ー
ル

景
観
形
成
等
水
田
、
水
田
預
託
、
調
整
水
田
等

一
万
円
／
一
〇
ア
ー
ル

（三）

（
な
お
、
調
整
水
田
に
つ
い
て
は
当
該
面
積
を
２
／
５
、
そ
の
他
の
不
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
当

該
面
積
を
１
／
５
に
換
算
す
る
）

な
お
、
従
来
の
緊
急
拡
大
分
の
取
組
に
対
す
る
追
加
的
助
成
、
緊
急
需
給
調
整
対
策
の
助
成
及
び
地
域

水
田
農
業
再
編
緊
急
対
策
に
お
け
る
超
過
達
成
助
成
は
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

三

稲
作
経
営
安
定
資
金
の
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
生
産
調
整
を
確
実
に
達
成
し
た
地
区
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
生
産
者
の
選
択
に
よ
る
追
加
の
資
金
造
成
措
置
を
講
ず
る
。

四

平
成
十
五
年
産
政
府
買
入
米
価
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
算
定
方
式
に
基
づ
き
適
正
に
決
定
す
る
と
と
も

に
、
政
府
売
渡
米
価
に
つ
い
て
も
、
備
蓄
運
営
を
的
確
に
行
え
る
こ
と
を
旨
と
し
て
適
正
に
決
定
す
る
。

（
諮
問
案

平
成
十
五
年
産
政
府
買
入
米
価
一
三
、
八
二
〇
円
／
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
政
府
売
渡
米
価

一
六
、
七
二
一
円
／
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

五

米
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
国
民
運
動
的
展
開
を
図
る
と
と
も

に
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
関
係
団
体
等
に
よ
る
米
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
支
援
す
る
。



（単位：万トン）

１３年１０月末在庫 A 213

１３年産生産量 B 885

14
生産オーバー分の配合飼
料用処理等 C ▲ 10

Ｒ 供給量計 D=A+B+C 1,088

Ｙ 需要量 E 886

１４年１０月末在庫 F=D-E 201

15 １４年産生産量 G 868

Ｒ 供給量計 H=F+G 1,069

Ｙ 需要量 I 873

　 １５年１０月末在庫 J=H-I 196

１５年度生産調整目標面積   １０６(万ha)

16 １５年産生産量 K 855

Ｒ 供給量計 L=J+K 1,051

Ｙ 需要量 M 860

　 １６年１０月末在庫 N=L-M 191
（注）

１　１４年産生産量は、水稲予想収穫量（10/15日現在:８８８万トン）に陸稲生産

　量（１万トン）を加えたものから、加工用米等（２１万トン）を差し引いた。

２　１５・１６ＲＹの需要量は、過去の需要量をもとに１４ＲＹ需要量（８８６万

　トン）から１３万トンずつ減少すると見込んだ。

３　１５年産生産量は、生産調整規模１０６万haにおける主食用等の水稲作付面積

　１６３万ha に予想単収５２４kg/10a（１４年産に対して２kg増)を乗じたものに

　陸稲生産量（１万トン）を加えた。

４　ラウンドの関係で差し引きが一致しないことがある。

平成１４～１６米穀年度の国内米主食用等の需給見通し


